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研究成果概要 
従来、スーパーカミオカンデの大気ニュートリノ研究での使用を念頭にフラックス計算

をしてきたが、平成２４年度にM. Sajjad Atarがニュートリノセンターの客員として来

所した機会に、将来の大気ニュートリノ研究を計画している、インド、南極、フィンラ

ンドにおけるニュートリノのフラックスを計算し論文として発表した（“Atmospheric n
eutrinos flux at INO, South Pole and Pyhasalmi.”, M. Sajjard Athar, M. Honda, T. 
Kajita, K. Kasahara and S. Midorikawa, Physics Letters B 718 (2013) 1375-1380)。こ
れらのサイトでは地磁気のカットオフが大きくことなり、従ってフラックスもサイトに

よって異なる。図１はこれらのサイトでの大気ニュートリノフラックスのエネルギース

ペクトルを示す。インドのサイトは地磁気のカットオフが高く、フラックスが小さい。

他の２サイトはほぼ同じフラックスである。 

 

http://inspirehep.net/record/1191405


図１．インド（INO）、南極（IceCube）,フィンランド（Pyhasalmi）における全大気ニュートリノフラ

ックス。 

 

また、図２にはニュートリノのエネルギー１GeVのときの天頂角分布を示した。地磁気カ

ットオフのためインド（INO）のサイトは天頂角分布が他のサイトと大きく違っている。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図２．インド（INO）、南極（IceCube）,フィンランド（Pyhasalmi）における１GeV大気ニュートリノ

フラックスの天頂角分布。 
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